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現状では想像の域を出ないものの、文明という一面において社会 ・文化的斉一性を生み出し

た社会 ・ 文化基盤が消失したことは、前2千年紀の社会 ・ 文化の様態をよ り動的なものへと転

じさせた可能性がある。当該時期の南アジア北半部の各地域文化は、遠近の文化と関係性を有

しながら展開したと考えられ、さらにその関係性の広がりは、南アジア内部で完結するもので

はなかったと想定できる。パローチスターン地方であれば、イランや中央アジア方面との関係

性を有したであろうし、北西山岳地域は山間部を交通路として、 中央アジアやイラン北部との

関係性を構築 ・ 維持していたと考えられる。 また、 平原部の文化は平原という地理的環境に立

脚した社会基盤を有していたであろう。さらに高原 ・山間部と平原部がつながりを有していた

であろうことも想像に難くない。

「インド ・ アーリ ア」問題はこうした前 2千年紀の関係性の動態のもとで理解されるべきも

のである。特定の考古学的文化を「アーリ ア人 ・ 文化」に結びつけて説明する こ とはおそらく

不可能であろう。南アジア北半部に展開 した広域関係性の中で、前 l 千年紀の都市社会へと再

び変容していく複雑な社会変容の過程の中に、「アー リア人 ・ 文化」という概念が形成されて

いく契機があったと仮説しておきたい。考古学によるその実態の解明は、とりもなおさず広域

関係性の変容過程の検討に拠らねばならないであろう。

南アジア研究集会の席上では、参加者の方々から有益なご指摘 ・ ご、教示を賜った。今後、 小

稿で素描した問題の検討を進めていくことを明記して、深謝申し上げます。

言王

1 ）ここでは慣例的に「後期ハラ ッパ一文化J の名称を使用するが、その実態はハラッパ一文化の変容

要素と、パンジャーブ東部からガッガル＝ハークラー澗河床に展開した「先ハラッパ一文化J の要

素が混成的に存在するもので、「ローパル＝パーラ一文化」あるいは「パーラ一文化」と呼ぶのが適

切である。いずれにせよこの時期のパンジャーブ東部の社会 ・ 文化的複雑性を象徴的に示す考古学

的文化である といえよう。
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